
 

 

  

 

 

  

 

 

１．趣旨 

各自が行った実践活動について発表するプレゼンテーション活動を通して、まとめる力や表現力を

養うとともに、他者の発表や自身の発表への講評を聞くことで、新たな気づきや学びの機会とする。 

また、出場者が提出した報告書及びプレゼンテーションについて審査し、全国ステージに出場する

代表者を選出する。 

 

２．主催   独立行政法人国立青少年教育振興機構 国立中央青少年交流の家 

 

３．期日   令和2年12月12日（土） 

 

４．会場   国立中央青少年交流の家 研修館富士（静岡県御殿場市） 

 

５．対象   令和2年度全国高校生体験活動顕彰制度「地域探究プログラム」に参加し、地域探究 

トライアルを修了した者。 

 

６．出場人数 個人部門8名、グループ部門4組（実践活動を共に実施した5名以内で編成） 

※上記を超える応募があった場合は、事前の書面審査にて出場者を決定します。 

 

７．持ち物  □発表に必要な物 □筆記用具 □マスクなど飛沫を防ぐことができるもの 

       □健康保険証（コピー可）   □銀行振込依頼書   □印鑑 

【後泊者】  □着替え     □上履き 

□洗面用具（浴室には石鹸・シャンプー等の備え付けはありません） 

 

８．参加費   300円（傷害保険料・雑費） 

【後泊者】   1830円（上記費用・食費2食分・シーツ洗濯料） 

 

９．日程 

12:50 集合・インフォメーション 

13:00 発表リハーサル（簡易）・機材確認 

13:45 開会式 

14:00 プレゼン発表（1時間 3発表程度） 

16:20 グループワーク・審査 

17:20 審査結果発表・講評 

17:50 閉会式 

18:00 解散 

令和2年度 全国高校生体験活動顕彰制度 「地域探究プログラム」 

開 催 要 項 



10．審査について 

（1）1発表あたり3名以上の評価委員が審査を行います。 

（2）評価委員が①書面審査と②プレゼンテーション審査を実施します。 

（3）①②の合計得点（100点満点）をもとに全国ステージ代表者（個人1名、グループ1組）を選出 

します。 

（4）グループ参加の場合、得点の算出は以下のとおりです。 

①書面審査…メンバー個々人の得点をもとに算出したグループの平均得点 

②プレゼンテーション審査…メンバー全員で行う1回の発表の得点 

（5）書面審査は提出された実践活動報告書（文章）をもとに審査を行います。 

（6）プレゼンテーション審査は1人（組）あたり発表7分・質疑応答8分の計15分のプレゼンを 

基に審査を行います。 

①グループの場合はメンバー全員で1発表を実施します。 

②発表時間を超過した場合は1分につき4点を減点します。 

③評価委員へは各自の実践活動報告書を資料として用意します。その他、各自の成果物等を当日 

配布することも可能です。 

④発表の方法については特に決まりはありません。ただし、映像等の投影を希望する場合は、 

下記の会場施設設備を参考に資料を作成してください。 

 

11．その他 

当事業は、「教育事業編：新型コロナウイルス感染防止対策ガイドライン」 

（当施設ホームページに掲載）に則って運営いたします。 

個人情報は「独立行政法人国立青少年教育振興機構が保有する個人情報の適切な 

管理に関する規程」に基づき適切に処理し、本事業に関する事務にのみ使用し、法 

令等に定める場合を除いて第三者に開示することはありません。 

また、本事業中に撮影した写真や制作物、感想文等を当機構の事業報告書や広報等に使用し、ホー

ムページにも掲載することがありますことを御了承ください。 

 

12．問い合わせ先（ご不明な点については、下記担当までご連絡願います。） 

独立行政法人国立青少年教育振興機構 国立中央青少年交流の家 

〒412-0006 静岡県御殿場市中畑2092-5 

TEL：0550-89-2020  FAX：0550-89-2025  E-mail：fujinosato-kss@niye.go.jp 

地域探究アワード 関東・甲信越地方ステージ担当：市川・藤原・川合 

 

 

 

 

2015 年の国連サミットで、全会一致で採択された

2030年までの国際目標「持続可能な開発目標（SDGs）」

の達成を目指し、国立中央青少年交流の家は、率先

して推進活動に取り組んでいきます。 

 

＜映像接続＞ 
プロジェクター（接続ケーブル含）あり ※VGA端子、HDMI端子が接続可 
＜音声接続＞ 
スピーカー（接続ケーブル含）あり ※RCAケーブル、ステレオミニケーブルあり 
＜掲示等＞ 
ホワイトボード（２台）への掲示が可能 
＜動作確認時間＞ 
審査会当日に動作確認の時間を設けます。 



参考：施設案内図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
８．メ モ 
 

駐車場 
災害避難場所 

受付・会場 路線バス停留所 

プレゼン会場（グループ） 

観覧スペース 

受付 

全体会場 

プレゼン会場（個人） 

評価委員控室 

観覧スペース 


